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(57)【要約】
　液晶表示パネル（５９）を有する表示装置（６９）の
バックライトユニット（４９）は、シャーシ（４１）及
びそれに支持される拡散板（４３）と、拡散板に光を照
射する光源を備える。光源である発光モジュール（ＭＪ
）には、拡散板に向けて光を反射する反射シート（４２
）が組み合わせられる。反射シートの周縁部には、発光
モジュールから横方向に出射する光を拡散板の方向に反
射する傾斜面（４２ａ）が形成される。傾斜面には反射
率低下処理が施される。例えば、傾斜面に多数の小孔（
４６Ａ）を形成することが反射率低下処理の内容となる
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　拡散板と、前記拡散板を支持するシャーシと、前記シャーシ上に配置され、前記拡散板
に光を照射する光源と、前記シャーシを全面的に覆い、前記光源の発する光を前記拡散板
に向けて反射する反射シートとを含み、
　前記反射シートの周縁部に、前記光源から横方向に出射する光を前記拡散板の方向に反
射する傾斜面を形成するとともに、前記傾斜面に反射率低下処理を施した。
【請求項２】
請求項１の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記反射率低下処理は、前記傾斜面に多数の小孔を形成することによってなされる。
【請求項３】
請求項１の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記反射率低下処理は、前記傾斜面に多数の凹凸を形成することによってなされる。
【請求項４】
請求項１の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記反射率低下処理は、前記傾斜面に階段状部を形成することによってなされる。
【請求項５】
請求項１の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記反射率低下処理は、前記傾斜面に傾斜面自身よりも光吸収率の高い印刷を施すこと
によってなされる。
【請求項６】
請求項１の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記反射率低下処理は、前記傾斜面に傾斜面自身よりも光吸収率の高いシートを貼り付
けることによってなされる。
【請求項７】
請求項１の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記光源が発光素子である。
【請求項８】
請求項７の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記発光素子は拡散レンズで覆われる。
【請求項９】
請求項７の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記発光素子はＬＥＤである。
【請求項１０】
請求項１の照明装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記光源は冷陰極管である。
【請求項１１】
表示装置であって、以下を特徴とするもの：
　請求項１から１０のいずれかの照明装置と、前記照明装置からの光を受ける表示パネル
と、を含む。
【請求項１２】
請求項１１の表示装置であって、以下を特徴とするもの：
　前記表示パネルは液晶表示パネルである。
【請求項１３】
テレビジョン受像器であって、以下を特徴とするもの：
　請求項１１の表示装置を備える。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、照明装置、前記照明装置を含む表示装置、及び前記表示装置を備えるテレビ
ジョン受像器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自らは発光しない表示パネル、例えば液晶表示パネルを使用する表示装置には、通常、
表示パネルを背後から照らす照明装置が組み合わせられる。この種の照明装置の光源には
、冷陰極管や発光素子など、様々な種類のものが用いられる。発光素子には、発光ダイオ
ード（以下「ＬＥＤ」と称する）、有機エレクトロルミネセンス素子、無機エレクトロル
ミネセンス素子などがあるが、現今ではＬＥＤが主流となっている。特許文献１に記載さ
れた照明装置の光源もＬＥＤである。
【０００３】
　特許文献１記載の照明装置では、図１１に示すように、実装基板１２１にＬＥＤ１２２
が実装され、さらに、ＬＥＤ１２２を覆うレンズ１２４が実装基板１２１に取り付けられ
ている。実装基板１２１、ＬＥＤ１２２、及びレンズ１２４が発光モジュールｍｊを構成
する。多数の発光モジュールｍｊがマトリックス状に配置され、面状光源を構成する。
【０００４】
　特許文献１に記載されたタイプの照明装置や、冷陰極管が複数本並列に配置された照明
装置を表示装置に組み合わせる場合、光源からの光が直接照明装置に入ると画面に明るさ
のムラが生じるので、光源と表示装置の間に光を拡散させる拡散板が配置される。拡散板
は照明装置の一部として構成されるのが一般的である。
【０００５】
　拡散板を備えた照明装置の構成例を図１２に示す。照明装置１０１は板金製のシャーシ
１０２をベースとして組み立てられる。シャーシ１０２はトレイのような形をしており、
矩形の主平面１０２ａの外周に立ち上がり壁１０２ｂが形成されている。主平面１０２ａ
の上面には複数の冷陰極管１０３が所定間隔で並列に配置される。
【０００６】
　シャーシ１０２に、それと相似の平面形状を有する反射シート１０４が重ねられる。反
射シート１０４の周縁部のうち、最も外側の部分はシャーシ１０２の立ち上がり壁１０２
ｂに載置され、その内側の部分は、主平面１０２ａに向かって下がる傾斜面１０４ａとな
っている。傾斜面１０４ａの最下部は、主平面１０２ａの上に重なる主平面１０４ｂにつ
ながっている。このような構造の照明装置は、例えば特許文献２にその例を見ることがで
きる。
【０００７】
　立ち上がり壁１０２ｂには、反射シート１０４に重ねて拡散板１０５が載置される。さ
らにその上には、プリズムシート１０６とマイクロレンズシート１０７が載置される。
【０００８】
　冷陰極管１０３が点灯すると、冷陰極管１０３から出射した光が拡散板１０５を裏面か
ら照射する。直接拡散板１０５の方向に向かわない光は反射シート１０４により拡散板１
０５の方に反射される。光は拡散板１０５で拡散されるため、外部からは拡散板１０５が
比較的均一な輝度の面として見える。冷陰極管１０３から横方向に出射される光は反射シ
ート１０４の傾斜面１０４ａに当たって拡散板１０５の方向に反射する。このため、拡散
板１０５の周縁部直下に冷陰極管１０３を配置しなくても、周縁部の輝度が確保される。
なお、この構成例では冷陰極管１０３を光源にしているが、ＬＥＤのような発光素子を光
源にできることは言うまでもない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００８－４１５４６
【特許文献２】特開２００５－１９０６５
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　図１２の構成例に見られる、反射シートの傾斜面は、拡散板の周縁部直下に光源を配置
しなくても済むという効果をもたらす一方、多数の光源からの出射光がそこに集まるため
、必要以上の量の光を拡散板の方向に反射することがあった。そのため、図１３に示すよ
うに、拡散板の周縁部だけ輝度が高まることがあった。表示装置に組み合わせられる照明
装置では拡散板の輝度が全面的に均一であることが求められるから、このような輝度の不
均一は解消する必要がある。
【００１１】
　本発明は上記の点に鑑みなされたものであり、光源の発する光を拡散板に向けて反射す
る反射シートを備えた照明装置において、反射シートの周縁部に形成した傾斜面が不必要
に高い輝度を拡散板にもたらさないようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の好ましい実施形態によれば、拡散板と、前記拡散板を支持するシャーシと、前
記シャーシ上に配置され、前記拡散板に光を照射する光源と、前記シャーシを全面的に覆
い、前記光源の発する光を前記拡散板に向けて反射する反射シートとを含む照明装置にお
いて、前記反射シートの周縁部に、前記光源から横方向に出射する光を前記拡散板の方向
に反射する傾斜面を形成するとともに、前記傾斜面に反射率低下処理を施した。
【００１３】
　この構成によると、拡散板の周縁部直下に光源を配置する必要がなくなる一方で、反射
シートの傾斜面に施した反射率低下処理により、そこから拡散板の方に向かう反射光の光
量が低下するから、拡散板の周縁部の輝度が他の箇所と不釣り合いに高くなるということ
がなくなる。
【００１４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記反射率低下処
理は、前記傾斜面に多数の小孔を形成することによってなされる。
【００１５】
　この構成によると、反射シートの成型工程で孔明け処理を行えば良いから、反射率低下
処理を能率的に遂行できる。
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記反射率低下処
理は、前記傾斜面に多数の凹凸を形成することによってなされる。
【００１７】
　この構成によると、反射シートの成型工程で凹凸形成を行えば良いから、反射率低下処
理を能率的に遂行できる。
【００１８】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記反射率低下処
理は、前記傾斜面に階段状部を形成することによってなされる。
【００１９】
　この構成によると、反射シートの成型工程で階段状部の形成を行えば良いから、反射率
低下処理を能率的に遂行できる。
【００２０】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記反射率低下処
理は、前記傾斜面に傾斜面自身よりも光吸収率の高い印刷を施すことによってなされる。
【００２１】
　この構成によると、印刷という手法により反射率低下処理を能率的に遂行できる。
【００２２】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記反射率低下処
理は、前記傾斜面に傾斜面自身よりも光吸収率の高いシートを貼り付けることによってな
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される。
【００２３】
　この構成によると、シート貼り付けという手法により反射率低下処理を能率的に遂行で
きる。
【００２４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記光源は発光素
子である。
【００２５】
　この構成によると、発光効率の高い発光素子を用いて、電力消費量の少ない照明装置を
構成できる。
【００２６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記発光素子は拡
散レンズで覆われる。
【００２７】
　この構成によると、発光素子から出射する光の広がりが大きくなり、広い面積を比較的
少数の発光素子でカバーすることができる。
【００２８】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記発光素子はＬ
ＥＤである。
【００２９】
　この構成によると、近年高輝度化がめざましいＬＥＤを用いて、明るい照明装置を得る
ことができる。
【００３０】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置において、前記光源は冷陰極
管である。
【００３１】
　この構成によると、電力消費量の少ない照明装置を構成できる。
【００３２】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の照明装置と、前記照明装置からの光を
受ける表示パネルと、を含む表示装置が構成される。
【００３３】
　この構成によると、周縁部のみ他の箇所と不釣り合いに明るくなることのない表示装置
を得ることができる。
【００３４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の表示装置において、前記表示パネルは
液晶表示パネルである。
【００３５】
　この構成によると、周縁部のみ他の箇所と不釣り合いに明るくなることのない液晶表示
装置を得ることができる。
【００３６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、上記構成の表示装置を備えるテレビジョン受像器
が構成される。
【００３７】
　この構成によると、画面の周縁部のみ他の箇所と不釣り合いに明るくなることのないテ
レビジョン受像器を得ることができる。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明によると、光源の発する光を拡散板に向けて反射する反射シートの周縁部に、光
源から横方向に出射する光を拡散板の方向に反射する傾斜面が形成された場合であっても
、傾斜面に施した反射率低下処理により、不必要に多量の反射光が傾斜面から拡散板に向
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かうということがなく、拡散板の周縁部の輝度が他の箇所と不釣り合いに高くならない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の好ましい実施携帯に係る照明装置を含む表示装置の分解斜視図である。
【図２】照明装置の第１実施形態の部分断面図である。
【図３】図２の照明装置の部分平面図である。
【図４】照明装置の第２実施形態の部分断面図である。
【図５】図４の照明装置の部分平面図である。
【図６】照明装置の第３実施形態の部分断面図である。
【図７】図６の照明装置の部分平面図である。
【図８】照明装置の第４実施形態の部分断面図である。
【図９】図８の照明装置の部分平面図である。
【図１０】テレビジョン受像器の分解斜視図である。
【図１１】従来の照明装置の分解斜視図である。
【図１２】照明装置の構成例の部分断面図である。
【図１３】図１２の照明装置における拡散板輝度面の状況を示す部分平面図である。
【図１４】ＬＥＤの照射方向による照度の異なり方を示すグラフである。
【図１５】複数のＬＥＤの輝度の集合イメージを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　本発明の好ましい実施形態に係る照明装置を備えた表示装置の実施形態の構造を図１か
ら図３に基づき説明する。図１において表示装置６９は、表示面が上向きになるように水
平に置かれた状態で描かれている。
【００４１】
　表示装置６９は、表示パネルとして液晶表示パネル５９を用いている。液晶表示パネル
５９と、それを背後から照らすバックライトユニット４９は、１個のハウジング内に収容
されている。ハウジングは表ハウジング部材ＨＧ１と裏ハウジング部材ＨＧ２を合わせて
構成される。
【００４２】
　液晶表示パネル５９は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）等のスイッチング素子を含むアク
ティブマトリックス基板５１と、アクティブマトリックス基板５１に対向する対向基板５
２を図示しないシール材を介在させて貼り合わせ、アクティブマトリックス基板５１と対
向基板５２の間に液晶を注入して構成される。
【００４３】
　アクティブマトリックス基板５１の受光面側と、対向基板５２の出射側には、それぞれ
偏光フィルム５３が貼り付けられる。液晶表示パネル５９は液晶分子の傾きに起因する光
透過率の変化を利用して画像を形成する。
【００４４】
　本発明に係る照明装置が具体的な形をとったものであるバックライトユニット４９は、
次の構成を備える。すなわちバックライトユニット４９は、発光モジュールＭＪ、シャー
シ４１、大判の反射シート４２、拡散板４３、プリズムシート４４、及びマイクロレンズ
シート４５を含む。
【００４５】
　シャーシ４１はトレイのような形をしており、矩形の主平面４１ａの外周に立ち上がり
壁４１ｂが形成されている。
【００４６】
　発光モジュールＭＪは、実装基板２１、発光素子としてのＬＥＤ２２、拡散レンズ２４
、及び内蔵反射シート１１を含む。
【００４７】
　ここで拡散レンズ２４の意義について説明する。例えば特許文献１記載の照明装置を考
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えた場合、図１１の照明装置は、レンズ１２４が組み合わせられているとは言え、個々の
ＬＥＤ１２２の光の広がりが小さいので、輝度のムラをなくそうと思えば発光モジュール
ｍｊを高密度で多数配置する必要がある。このため部品コストや実装コストがかさみ、全
体として高価なものとなる。
【００４８】
　前述の通り、最近ではＬＥＤの高輝度化が進み、比較的少ない個数のＬＥＤで全画面分
の光量をまかなうことが可能になっている。但し、高輝度のＬＥＤを疎らに配置したので
は輝度にムラが生じることを避けられないので、個々のＬＥＤに光の拡散性能の高いレン
ズ（このようなレンズを本明細書では「拡散レンズ」と称する）を組み合わせて用いるこ
とが好ましい。
【００４９】
　図１４は、単体のＬＥＤと拡散レンズ付きＬＥＤの、照射方向による照度（単位Ｌｕｘ
）の異なり方を示すグラフである。単体のＬＥＤの場合、光軸の角度である９０°をピー
クとし、そこから離れるにつれ急激に照度が落ちて行く。これに対し拡散レンズ付きＬＥ
Ｄの場合、一定以上の照度を確保できる領域を広げ、光軸と異なる角度に照度のピークを
設定することが可能である。なお、図の照度パターンは拡散レンズの設計によってどのよ
うにでも変化させられることは言うまでもない。
【００５０】
　複数のＬＥＤの輝度の集合イメージを図１５に示す。図中、実線の波形は拡散レンズ付
きＬＥＤの輝度、点線の波形は単体のＬＥＤの輝度を表している。波形の中の水平線は、
ピーク値の半分の輝度における波形の幅（半値幅）を示す。拡散レンズ付きＬＥＤの場合
は、個々の波形を幅広にできるので、全体の集合としての輝度を、図の上方に実線で示す
ようにフラットな形にするのが容易である。しかしながら、単体のＬＥＤの場合、個々の
波形は、高さがある一方、幅は狭く、それらを集合した輝度に波が生じることを避けられ
ない。このように輝度にムラがある画像は好ましくないので、拡散レンズ付きＬＥＤの採
用はほぼ必然となる。
【００５１】
　上記の点に鑑み、発光モジュールＭＪは拡散レンズ２４を含むこととされている。
【００５２】
　実装基板２１は細長い矩形であり、その上面の実装面２１Ｕには、長手方向に所定間隔
で複数の電極（図示せず）が形成されており、この電極にＬＥＤ２２が実装されている。
実装基板２１は複数のＬＥＤ２２に対する共通の基板となる。すなわち、ＬＥＤ２２、拡
散レンズ２４、及び内蔵反射シート１１の組み合わせが複数組、図１に示す通り実装基板
２１の長手方向に沿って所定間隔で配置される。
【００５３】
　拡散レンズ２４は平面形状円形で、下面に複数の脚部２４ａを有し、脚部２４ａの先端
を接着剤で実装基板２１の実装面２１Ｕに接着することにより実装基板２１に取り付けら
れる。脚部２４ａの存在により、実装基板２１と拡散レンズ２４の間に隙間が生じる。こ
の隙間を通って流れる空気流により、ＬＥＤ２２は冷却される。なお、放熱の問題を解決
できれば、拡散レンズの中にＬＥＤを埋め込んだ一体モールド形式の発光モジュールを用
いることも可能である。
【００５４】
　様々なタイプのＬＥＤをＬＥＤ２２として用いることができる。例えば、青色発光のＬ
ＥＤチップに、そのＬＥＤチップからの光を受けて黄色光を蛍光発光する蛍光体を組み合
わせ、それらが発する青色光と黄色光のとり合わせで白色光を生成するタイプのＬＥＤを
用いることができる。青色発光のＬＥＤチップに、そのＬＥＤチップからの光を受けて緑
色光を蛍光発光する蛍光体と赤色光を蛍光発光する蛍光体を組み合わせ、それらが発する
青色光・緑色光・赤色光のとり合わせで白色光を生成するタイプのＬＥＤを用いることも
できる。
【００５５】
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　赤色発光のＬＥＤチップと、青色発光のＬＥＤチップと、青色発光のＬＥＤチップから
の青色光で緑色光を蛍光発光する蛍光体を組み合わせ、それらが発する赤色光・青色光・
緑色光のとり合わせで白色光を生成するタイプのＬＥＤを用いることもできる。
【００５６】
　赤色発光のＬＥＤチップと、緑色発光のＬＥＤチップと、青色発光のＬＥＤチップを組
み合わせ、それらが発する赤色光・緑色光・青色光のとり合わせで白色光を生成するタイ
プのＬＥＤを用いることもできる。
【００５７】
　図１では、１枚当たり５個のＬＥＤ２２を並べた実装基板２１と、１枚当たり８個のＬ
ＥＤ２２を並べた実装基板２１を組み合わせて用いている。５個のＬＥＤ２２を有する実
装基板２１と８個のＬＥＤ２２を有する実装基板２１は、それぞれ長手方向の一端の縁に
装着されているコネクタ２５同士（雄と雌の別があることは言うまでもない）を接続して
連結されている。
【００５８】
　５個のＬＥＤ２２を有する実装基板２１と８個のＬＥＤ２２を有する実装基板２１の組
み合わせが複数組、互いに平行する形でシャーシ４１上に並べられる。実装基板２１にお
けるＬＥＤ２２の並びはシャーシ４１の長辺方向、すなわち図１のＸ矢印の方向であり、
２枚の実装基板２１の組み合わせが並ぶ方向はシャーシ４１の短辺方向、すなわち図１の
Ｙ矢印の方向であるところから、ＬＥＤ２２はマトリックス状に並ぶことになる。実装基
板２１は、カシメ、接着、ネジ止め、リベット止めなどの適宜手段でシャーシ４１に固定
される。
【００５９】
　実装基板２１と拡散レンズ２４の間に内蔵反射シート１１が配置される。内蔵反射シー
ト１１は実装面２１Ｕの拡散レンズ２４の下面に向き合う位置に固定される。内蔵反射シ
ート１１は実装基板２１よりも光の反射率が高い。内蔵反射シート１１も平面形状円形で
あり、拡散レンズ２４と同心円をなす。直径は内蔵反射シート１１の方が大きい。内蔵反
射シート１１には拡散レンズ２４の脚部２４ａを通す貫通穴が形成されている。
【００６０】
　シャーシ４１には、それと相似の平面形状を有する反射シート４２が重ねられる。反射
シート４２も内蔵反射シート１１と同様の発泡樹脂シートである。反射シート４２の周縁
部のうち、最も外側の部分はシャーシ４１の立ち上がり壁４１ｂに載置され、その内側の
部分は、シャーシ４１の主平面４１ａに向かって下がる傾斜面４２ａとなっている。傾斜
面４２ａの最下部は反射シート４２自身の主平面４２ｂにつながる。主平面４２ｂは内蔵
反射シート１１の上に重なる。
【００６１】
　反射シート４２には、発光モジュールＭＪの位置に合わせて、拡散レンズ２４は通り抜
けられるが内蔵反射シート１１は通り抜けられない大きさの円形の通過開孔４２Ｈ１が形
成されている。また反射シート４２には、コネクタ２５の位置に合わせて、コネクタ２５
を突き出させる矩形の通過開孔４２Ｈ２が形成されている。
【００６２】
　ＬＥＤ２２が点灯すると、ＬＥＤ２２から出射した光が拡散板４３を裏面から照射する
。直接拡散板４３の方向に向かわない光は反射シート４２または内蔵反射シート１１によ
り拡散板４３の方に反射される。光は拡散板４３の内部で拡散されるため、外部からは、
拡散板４３が比較的均一な輝度の面として見える。ＬＥＤ２２から横方向に出射される光
は反射シート４２の傾斜面４２ａに当たって拡散板４３の方向に反射する。
【００６３】
　主平面４２ｂを額縁のように囲む傾斜面４２ａには、反射率低下処理が施される。図２
と図３に示す、バックライトユニット４９の第１実施形態では、傾斜面４２ａに多数の小
孔４６Ａを形成することが反射率低下処理の内容となる。
【００６４】
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　傾斜面４２ａに小孔４６Ａが存在すると、小孔４６Ａのところに来た光は傾斜面４２ａ
の裏に抜けてしまう。傾斜面４２ａの裏側に抜けた光はシャーシ４１の表面と反射シート
４３の裏面の間で反射を繰り返すが、その光の中で、小孔４６Ａを逆に通り抜けて反射シ
ート４２の表側に戻ってくる光の量は僅かなものである。従って、傾斜面４２ａで反射さ
れて拡散板４３の方に向かう反射光の光量が低下し、拡散板４３の周縁部の輝度が他の箇
所と不釣り合いに高くなるということがなくなる。
【００６５】
　小孔４６Ａの大きさと相互間隔、傾斜面４２ａにおける位置等は、実験を通じて最適値
を割り出すのがよい。小孔４６Ａは、反射シート４２の成型工程で多数を一挙に打ち抜く
ことができるから、反射率低下処理を能率的に遂行できる。なお場合によっては、打ち抜
かれる部分をミシン目でつないでおき、必要に応じそれを裏側に押し抜くといった形にす
ることもできる。
【００６６】
　図４と図５に示す、バックライトユニット４９の第２実施形態では、傾斜面４２ａに多
数の凹凸を形成することが反射率低下処理の内容となる。ここでは、傾斜面４２ａに半球
形の窪み（ディンプル）４６Ｂを多数設けて凹凸としている。
【００６７】
　窪み４６Ｂは、その外側の平面状の傾斜面４２ａのように、光を一様に拡散板４３の方
向に反射するということはしない。拡散板４３の方向とは異なる方向にも反射する。従っ
て、傾斜面４２ａで反射されて拡散板４３の方に向かう反射光の光量が低下し、拡散板４
３の周縁部の輝度が他の箇所と不釣り合いに高くなるということがなくなる。
【００６８】
　窪み４６Ｂの形状、大きさ、相互間隔、傾斜面４２ａにおける位置等は、実験を通じて
最適値を割り出すのがよい。窪み４６Ｂは、反射シート４２の成型工程で多数を一挙に成
型することができるから、反射率低下処理を能率的に遂行できる。
【００６９】
　窪み４６Ｂの形状は半球に限定されない。円錐、三角錐、四角錐、円筒、直方体等、様
々な形状にし得る。窪みの形状を反転して突起とし、この突起により凹凸を形成すること
もできる。窪みと突起を混在させても構わない。
【００７０】
　図６と図７に示す、バックライトユニット４９の第３実施形態では、傾斜面４２ａに階
段状部４６Ｃを形成することが反射率低下処理の内容となる。
【００７１】
　階段状部４６Ｃは、その前後の平面状の傾斜面４２ａのように、光を一様に拡散板４３
の方向に反射するということはせず、平面状部と異なる方向に反射するので、傾斜面４２
ａで反射されて拡散板４３の方に向かう反射光の光量が全体として低下する。従って、拡
散板４３の周縁部の輝度が他の箇所と不釣り合いに高くなるということがなくなる。
【００７２】
　階段状部４６Ｃの形状や傾斜面４２ａにおける位置等は、実験を通じて最適値を割り出
すのがよい。階段状部４６Ｃは、反射シート４２の成型工程で多数を一挙に成型すること
ができるから、反射率低下処理を能率的に遂行できる。
【００７３】
　図８と図９に示す、バックライトユニット４９の第４実施形態では、傾斜面４２ａに傾
斜面自身よりも光吸収率の高い印刷を施すことが反射率低下処理の内容となる。
【００７４】
　印刷部４６Ｄでは、暗色インクにより、多数の点を集合させた網掛けパターンや、線を
並べた縞模様あるいは格子模様を形成して光吸収率を高める。インクの種類によってはベ
タ印刷とすることもできる。
【００７５】
　光吸収率を高めた印刷部４６Ｄは、非印刷部に比べ光を反射しなくなるので、傾斜面４
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２ａで反射されて拡散板４３の方に向かう反射光の光量が全体として低下する。従って、
拡散板４３の周縁部の輝度が他の箇所と不釣り合いに高くなるということがなくなる。
【００７６】
　印刷部４６Ｄの光吸収率、面積、傾斜面４２ａにおける位置等は、実験を通じて最適値
を割り出すのがよい。スクリーン印刷等の印刷技法により、反射率低下処理を能率的に遂
行できる。
【００７７】
　印刷に代え、傾斜面４２ａに傾斜面自身よりも光吸収率の高いシートを貼り付けること
としてもよい。これによっても反射率低下処理を能率的に遂行できる。
【００７８】
　これまでに述べた反射率低下処理の手法は排他的なものではない。それらを適宜組み合
わせて実施することも可能である。
【００７９】
　上記実施形態はいずれも、発光素子を冷陰極管に代えて実施することができる。
【００８０】
　図１０に、表示装置６９を組み込むテレビジョン受像器の構成例を示す。テレビジョン
受像器８９は、前部キャビネット９０と後部キャビネット９１を合わせて構成されるキャ
ビネット内に表示装置６９と制御基板群９２を収納し、そのキャビネットをスタンド９３
で支える構成となっている。
【００８１】
　以上、本発明の実施形態につき説明したが、本発明の範囲はこれに限定されるものでは
なく、発明の主旨を逸脱しない範囲で種々の変更を加えて実施することができる。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
　本発明は、光源からの光を拡散板に照射する照明装置に広く利用可能である。また、前
記照明装置を含む表示装置、及び前記表示装置を備えるテレビジョン受像器に広く利用可
能である。
【符号の説明】
【００８３】
　　　４９　バックライトユニット
　　　４１　シャーシ
　　　４３　拡散板
　　　ＭＪ　発光モジュール
　　　１１　内蔵反射シート
　　　２１　実装基板
　　　２２　ＬＥＤ
　　　２４　拡散レンズ
　　　４２　反射シート
　　　４２ａ　傾斜面
　　　４２ｂ　主平面
　　　４６Ａ　小孔
　　　４６Ｂ　窪み
　　　４６Ｃ　階段状部
　　　４６Ｄ　印刷部
　　　５９　液晶表示パネル
　　　６９　表示装置
　　　８９　テレビジョン受像器
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